
道
守
荘
遺
跡
の
う
ち
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
予
定
地
の
発

掘
調
査
の
概
要杉

原

丈

ち
ら
り

越
前
国
道
守
荘
遺
跡
の
う
ち
県
営
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
建
設
予
定
地
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、
和

島
誠
一
民
が
史
学
雑
誌
に
専
門
的
報
告
書
を
執
筆

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
乙
乙
で
は
調
査
の
概

要
を
専
門
的
に
な
ら
な
い
範
囲
で
報
告
し
て
お

0
 

2
く
、

私
た
ち
が
県
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
に
つ
い
て

知
っ
た
の
は
γ

昭
和
三
十
七
年
八
月
下
旬
で
あ
っ

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
乙
ろ
福
井
市
役
所
が
遊
園
地

君

主

こ

え

は

ち

ま

ん

造
成
の
た
め
兎
越
山
お
よ
び
λ
幡
山
の
古
墳
群
を

自
衛
隊
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
破
壊
し
よ
う
と
し
て

75 

杉
原

8の5

い
る
と
き
で
、
私
と
影
山
剛
氏
と
が
市
当
局
に
抗

議
し
て
、
破
壊
の
前
に
応
急
的
に
調
査
す
る
と
と

応
な
っ
て
い
た
。
調
査
と
い
っ
て
も
私
た
ち
自
身

考
古
学
者
で
な
い
上
、
時
日
が
追
っ
て
い
て
、
と

て
も
学
術
的
調
査
な
ど
で
き
な
い
の
で
、
と
も
か

'
く
出
土
品
だ
け
拾
い
土
げ
て
お
と
う
と
い
う
腹
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
偶
然
の
事
と
も
い
う
べ
、
き
で

あ
ろ
う
か
、
市
の
社
会
教
育
課
勤
務
の
沼
弘
氏
は

考
古
学
専
攻
の
方
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か

ら
、
沼
氏
に
全
面
的
な
協
力
を
お
願
い
し
、
郷
土

の
考
古
学
の
大
先
輩
斎
藤
優
民
の
指
導
の
も
と

に
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
使
っ
て
、
目
ぼ
し
い
古

墳
の
組
掘
を
始
め
た
。
(ζ

の
と
き
の
出
土
品
は
市

の
郷
土
歴
史
館
に
保
管
し
て
あ
る
。
そ
の
詳
細
に

'
つ
い
て
は
市
歴
史
館
が
報
告
す
る
で
あ
ろ
う
。
)

乙
の
兎
越
山
の
作
業
中
私
た
ち
は
、
兎
越
山
の

す
ぐ
下
に
見
え
る
道
守
荘
遺
跡
の
一
部
が
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
な
る
こ
と
を
斉
藤
優
民
に
聞
い
た
。

私
た
ち
は
驚
い
て
県
の
総
合
開
発
室
を
訪
ね
て
、

そ
の
真
偽
を
確
認
し
た
上
、
福
井
大
学
関
係
者
杉

原
丈
夫
、
影
山
剛
、
塚
野
善
蔵
、
大
西
青
二
の
連

名
で
、
知
事
お
よ
び
教
育
長
に
陳
情
し
て
、
工
事

の
延
期
お
よ
び
エ
事
前
の
調
査
を
要
求
し
た
。
一

方
私
た
ち
は
中
央
に
も
働
か
け
、
文
部
省
、
文
化

財
保
護
委
員
会
、
日
本
考
古
学
会
に
援
助
を
要
請

夫

道
守
荘
遺
跡
の
う
ち
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
予
定
地
の
発
掘
調
査
の
概
要

し
た
。
乙
れ
に
応
じ
日
本
考
古
学
会
か
ら
も
和
島

誠
一
民
が
来
福
し
て
、
県
当
局
に
遺
跡
を
尊
重
す

べ
き
こ
と
を
説
得
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
か
ら
八

十
万
円
(
後
に
二
十
万
円
追
加
一
さ
れ
た
。
)
、
文

部
省
か
ら
六
十
万
円
、
計
百
四
十
万
円
(
後
に
計

百
六
十
万
円
)
の
経
費
で
調
査
に
着
手
で
き
る
見

通
し
が
つ
い
た
。

調
査
の
規
模
が
大
き
い
上
、
学
術
的
価
値
も
高

い
の
で
、
私
た
ち
は
次
の
よ
う
な
調
査
団
を
編
成

、
し
た
。
団

長

長
谷
川
万
吉

e

調
査
委
員

(
氏
名
)

宝

月

圭

吾

井

上

光

貞

斎

藤

忠

和
歌
森
太
郎

和
島
誠
一

弥

永

貞

三

井
関
弥
太
郎

岸

俊

男

塚

野

善

蔵

笹

島

貞

雄

三

浦

静

福
井
大
学
長

(
専
攻
)

歴
史
学
。
考
古
学

歴
史
学

考
古
学

歴
史
学

地
理
学

歴
史
学

地
学。。

(
大
学
)

東
京
大
。
東
京
教
育
大

資
源
研

名
古
屋
大

。
京
都
大

福
井
大

グ

。
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考廃グ地
古史理
学学学

大

西

青

二

吉

川

文

次

重

松

明

久

斎

藤

優発
掘
員

和

島

誠

一

岡

田

清

子

岡

田

隆

夫

森

昭

原

秀

三

郎

沼

弘
幹

事

彰

原

丈

夫

福

井

大

学

影

山

剛

福

井

大

学

上
記
二
名
の
ほ
か
福
井
大
学
事
務
局
長
を
は
じ

め
関
係
官
庁
の
課
長
等
に
お
願
い
し
て
幹
事
に
加

わ
っ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
次
の
方
に
は
調
査
団
の

事
務
に
特
に
尽
力
し
て
も
ら
っ
た
。

宮

川

利

代

蔵

福

井

犬

学

付

属

図

書

館

野

村

学

J

福
井
大
学
会
計
課

海

貝

茂

福

井

県

社

会

教

育

課

// // 県。

ニ

乙
の
調
査
の
目
的
お
よ
び
意
義
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
越
前
国
道
守
荘
は
奈
良
時
代
に
お
け
る

77 

(
調
査
委
員
兼
務
)

東
京
大
学
大
学
院

京
都
大
学
大
学
院

福
井
市
社
会
教
育
課

東
大
寺
荘
園
の
遺
跡
で
あ
る
。
し
か
も
当
時
の
開

田
図
が
現
在
正
倉
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
第
一

図
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
怯
原
図
で
は
な

く
、
史
料
編
纂
所
で
原
図
を
模
写
し
た
・
も
の
で
あ

る
。
私
た
ち
は
原
図
を
直
接
写
真
に
撮
影
し
た
も

の
も
入
手
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
残
念
な
が
ら
公

表
が
許
さ
れ
て
い
な
い
。

荘
園
の
遺
跡
は
珍
ら
し
く
な
い
が
、
と
の
よ
う

に
古
い
地
図
が
保
害
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な
い
。

故
に
こ
の
地
域
を
発
掘
し
て
古
地
図
の
記
載
事
項

と
対
比
す
ね
ば
、
古
代
の
農
業
お
よ
び
荘
園
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
貴
重
な
知
識
を
与
え
で
く
れ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
期
待
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
発
掘
の
地
点
(
つ
ま
り
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
予
定
地
〉
は
現
状
に
お
い
て
も
古
地
図
に

お
い
て
も
田
ん
ぼ
の
ま
ん
中
で
あ
る
か
ら
、
寺
院

や
人
家
の
遺
跡
の
発
掘
と
異
な
り
、
興
味
あ
る
遺

物
が
多
数
出
土
し
て
く
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
な

い
。
私
た
ち
が
目
標
と
し
て
考
え
た
と
と
は
、

(
一
)
古
地
図
に
あ
る
用
水
路
を
確
認
し
、
そ
れ

に
よ
り
古
地
図
と
現
状
の
位
置
と
を
正
確
に
関
連

付
け
る
こ
と
、
(
二
)
用
水
路
の
杭
、
田
の
あ
ぜ

板
、
偶
然
遺
棄
さ
れ
た
農
具
等
が
発
見
さ
れ
る
か

F

も
知
れ
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
な
お
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
埋
立
に
使
用
す
る
土
を
採
取
す
る
た

杉
原

道
守
荘
遺
跡
の
う
ち
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
予
定
地
の
発
掘
調
査
の
概
要

め
、
道
守
荘
遺
跡
の
中
に
あ
る
下
山
を
く
ず
予
定

で
あ
る
の
で
、
附
帯
的
調
査
と
し
て
、
下
山
の
古

墳
の
発
掘
も
行
な
う
こ
と
に
し
た
。

そ
乙
で
私
た
ち
が
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
第
一

の
仕
事
は
、
現
在
の
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
予
定
地
が

古
地
図
の
ど
の
部
分
に
当
る
か
、
な
る
べ
く
正
確

な
位
置
を
推
定
す
る
ζ

と
で
あ
る
。
こ
の
仕
事
は

九
月
下
旬
主
と
じ
て
地
理
学
班
の
大
西
青
二
氏
が

当
っ
た
。
古
地
図
に
あ
る
生
江
川
、
味
間
川
の
形

は
、
現
在
の
足
羽
川
、
日
野
川
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
る
の
で
、
お
よ
そ
の
見
当
ほ
っ
く
が
、
地
図

の
上
の
一
セ
ン
チ
の
ズ
レ
は
現
地
で
は
数
百
米
の

・
差
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
古
地
図
の
山
は
絵

で
描
い
で
あ
る
か
ら
、
位
置
判
定
に
は
あ
ま
り
正

確
な
材
料
に
な
ら
な
い
。
古
地
図
の
方
位
も
正
確

に
南
北
で
あ
る
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。
い
ろ

い
ろ
な
事
情
を
考
慮
し
、
ほ
ほ
第
二
図
に
示
す
よ

う
な
位
置
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
予
定
地
を
比
定
し
た
。

ζ

の
比
定
に
大
過
が
な
け
れ
ば
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

予
定
地
の
東
南
部
を
古
地
図
の
第
四
号
用
水
路
が

ほ
ぼ
東
西
に
流
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て

ト
レ
ン
チ
(
試
掘
構
)
を
南
北
方
向
に
掘
れ
ば
一
、

乙
の
用
水
路
を
ほ
ぼ
直
角
に
切
る
は
ず
で
あ
る
。

(
用
水
路
由
審
号
は
、
便
宜
上
と
の
報
告
で
私
が

付
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
調
査
団
が
付
け
た
も
の
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運動場存

-‘-7J<:~措
で
な
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
予
定
地
付
近
の
水
路
を
五

つ
の
部
分
に
区
分
し
て
、
番
号
ぞ
付
け
た
。
第
二

図
参
照
)

次
に
乙
の
地
図
上
の
推
定
を
裏
付
け
る
た
め
、

十
月
三
日
か
ら
電
気
探
査
を
行
な
っ
た
。
乙
れ
は

地
学
班
の
笹
島
貞
雄
民
お
よ
び
三
浦
静
民
が
当
つ

た
。
用
水
路
が
存
在
す
る

と
推
定
さ
れ
る
地
域
を
南

北
方
向
に
一
メ

l
ド
ル
お

き
に
太
一
地
比
抵
抗
争
測
定

し
、
そ
の
結
果
、
ほ
ぽ
水

路
ら
し
い
落
ち
こ
み
が
あ

る
乙
と
が
判
明
し
た
。

(
乙
の
と
き
の
電
気
探
査

線
は
第
三
図
の
番
号
1
の

ト
レ
ン
チ
の
東
に
あ
る
線

で
あ
る
。
)

ζ

れ
ら
の
準
備
調
査
に

基
づ
き
、
ト
レ
ン
チ
の
位

置
を
句
グ
ラ
ウ
ン
ド
予
定

地
の
東
南
部
、
推
定
さ
れ

る
用
水
路
に
ほ
ぼ
直
角

に
、
は
ば
二
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
五

0
メ
ー
ト
ル
、
南

北
方
向
に
掘
る
こ
と
に
定
め
た
。
昭
和
三
十
七
年

十
月
七
日
和
島
誠
一
民
の
指
揮
の
も
と
に
発
掘
が

始
ま
っ
た
。
(
つ
い
で
な
が
ら
、
発
掘
人
夫
と
し

て
旧
社
村
地
区
の
各
村
落
か
ら
、
割
当
で
出
動
し

て
も
ら
っ
た
。
乙
乙
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
)

第
一
日
目
、
地
上
か
ら
入

0
セ
ン
チ
ほ
ど
の
所

に
用
水
路
の
跡
ら
し
い
灰
黒
色
の
粘
土
層
の
く
ぼ

第二図

I開田園上にあ、げる

運動場の位置

み
に
到
達
し
た
。
第
三
日
目
、
地
上
か
ら
一
七

0

セ
ン
チ
の
所
に
、
横
た
わ
っ
て
い
る
木
材
が
姿
や

現
わ
し
た
。

そ
の
後
の
発
掘
経
過
を
詳
述
す
る
こ
と
は
省
略

す
る
。
概
要
だ
け
を
述
べ
れ
ば
、
用
水
路
に
そ
っ

て
発
掘
区
を
拡
張
し
、
〈
第
三
図

1
、

2
)
、
ま

た
用
水
路
の
延
長
を
確
認
す
る
た
め
補
助
的
ト
レ

ン
チ
(
第
三
図
3
な
い
し

8
)
を
掘
っ
た
。
発
掘

に
は
人
力
だ
け
は
不
十
分
な
の
で
土
木
機
械
(
ク

ラ
ム
シ
ェ
ル
)
を
用
い
能
率
を
あ
げ
た
。
乙
の
ほ

か
七
台
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
、
二
基
の
排
水
ポ

ン
プ
を
使
用
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
予
定
地
は
九
万
坪
に
も
及
ぶ
広
い

地
域
な
の
で
、
直
接
発
掘
し
た
地
域
以
外
の
部
分

に
つ
い
て
は
要
所
要
所
に
電
気
探
査
と
ボ
ー
リ
ン

グ
を
行
な
い
、
更
に
北
部
に
一
カ
所
念
の
た
め
ト

レ
ン
チ
を
掘
っ
て
み
た
。
(
第
三
図

9
)
ま
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
予
定
地
外
の
私
有
地
に
つ
い
て
も
、

所
有
者
の
承
諾
を
得
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
な
っ

た
。
(
ボ
ー
リ
ン
グ
及
び
電
気
探
査
の
場
所
は
第

三
図
参
照
)

次
に
出
土
し
た
杭
や
木
材
に
つ
い
て
は
、
そ
の

材
種
の
判
別
は
東
京
大
学
に
、
放
射
性
炭
素
に
よ

る
年
代
測
定
は
学
習
院
大
学
に
依
頼
し
て
調
査

し
、
ま
た
土
壌
は
つ
い
て
は
、
化
学
分
析
を
福
井
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県
農
事
試
験
場
に
、
花
粉
分
析
を
金
沢
大
学
に
依

頼
し
て
調
査
し
た
。

現
場
に
お
け
る
発
掘
作
業
は
十
一
月
六
日
を
も

っ
て
一
応
終
了
し
た
。
そ
の
後
一
部
分
の
ボ
ー
リ

ン
グ
を
続
行
し
た
ほ
か
、
福
井
、
東
京
、
名
古
屋

等
を
会
場
に
し
て
、

回
開
い
て
い
る
。

調
査
委
員
の
研
究
集
会
を
数

約
一
か
月
余
の
発
掘
調
査
の
成
果
は
ど
の
よ
う

79 
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な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

一
、
地
層
。
水
路
跡
と
思
わ
れ
る
地
点
に
お
け

る
取
積
層
は
五
層
に
区
分
で
き
る
。
(
第
四
図
参

照
)
第

I
層
は
耕
作
土
層
(
ほ
ほ
一

0
セ
ン
チ
)
、

第
H
層
は
斑
鉄
層
(
ほ
ぼ
三

0
セ
ン
チ
)
で
、
地

表
面
に
平
行
な
粘
土
層
で
あ
る
。
第
百
皿
層
は
帯
状

の
く
ぼ
地
(
切
口
は
レ
ン
ズ
状
)
を
形
成
し
て
お

り
(
深
い
所
で
ほ
ぼ
八

0
セ
ン
チ
)
私
た
ち
が
初

め
用
水
路
の
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
た
部
分
で
あ

る
。
第
班
層
は
更
に

a
、
b
、

c
層
に
細
分
で
き

る
。
一
番
下
の

c
屑
は
腐
植
質
の
黒
泥
で
あ
る
。

ま
た
b
、

c
層
に
は
ヨ
シ
、
ア
シ
類
の
茎
が
見
ら

れ
る
。
第
W
層
は
ほ
ぼ
八

0
セ
ン
チ
の
堆
積
層

で
、
更
に

a
、
b
層
に
細
分
で
き
る
。

a
層
は
灰

白
色
粘
土
、

b
層
は
帯
青
色
の
細
砂
か
ら
な
っ
て

い
る
。

b
層
は
流
木
、
く
る
み
の
実
、
種
子
を
含

ん
で
お
り
、

b
層
の
最
上
部
か
ら
弥
生
式
の
土
器

(
復
元
し
う
る
壷
)
が
発
見
さ
れ
た
。

a
層
に
は

ィ
、
不
の
毛
根
が
含
ま
れ
て
お
り
、
木
材
も
発
見
さ

れ
て
い
る
。
ま
た

a
、
b
層
に
は
垂
直
に
杭
が
打

ち
込
ま
れ
て
い
る
。
第

v層
は
微
砂
粘
土
居
で
あ

り
、
基
層
と
考
え
ら
れ
る
。
第

Y
層
は
北
の
方
で

は
微
高
地
に
な
っ
て
い
る
。

花
粉
分
析
に
よ
る
と
第

M
c
層
と
第

w
a層
と

の
聞
に
は
、
花
相
に
か
な
り
の
変
化
が
あ
る
。
ま

た
土
壌
分
析
に
よ
れ
ば
、
第
百

a
層
上
部
お
よ
び

第
百
b
屑
の
上
端
に
相
当
す
る
部
に
炭
素
と
窒
素

の
集
積
す
る
部
位
が
見
ら
れ
、
古
い
耕
作
面
で
は

な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
特
に

w
a層
に
は
イ
ネ

の
毛
根
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
第
町

a
層
上
部

に
古
い
水
田
面
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

放
射
性
炭
素
に
よ
る
年
代
測
定
に
よ
れ
ば
、
第

百

a
層
に
含
ま
れ
て
い
た
木
材
は
ほ
ぼ
一
四
六
五

年
前
、
第
百

a
屑
に
打
込
れ
て
い
た
杭
は
ほ
ぼ
一

五
七
五
年
前
、
第
w
b
層
に
打
込
れ
て
い
た
杭
は

ほ
ぼ
一
八
五

O
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
代
は
い
す

れ
も
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
一

O
O
年
程
度
の
誤
差
が

あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
第

百
b
層
上
端
は
弥
生
時
代
、
第
百

a
層
上
端
は
古

墳
時
代
に
あ
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、
水
路
。
発
掘
開
始
当
初
第
四
号
用
水
路
で

あ
ろ
う
と
推
定
し
た
帯
状
の
く
ぼ
地
は
、
そ
の
後

の
発
掘
に
よ
れ
ば
、
第
三
図
の
よ
う
な
状
態
に
な

っ
て
い
て
、
明
ら
か
に
開
田
図
に
あ
る
用
水
路
と

異
な
る
。
こ
の
水
路
ら
し
き
も
の
は
、
北
岸
は
急

で
あ
る
が
、
南
岸
は
ゆ
る
い
傾
斜
で
あ
り
、
は
ば

は
ほ
ぼ
一

0
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
深
い
所
で
八

0

セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
る
。
前
述
の
第
困
層
に
当
る
。

北
岸
に
そ
っ
て
一
二
本
の
杭
が
点
在
し
て
い
た
。
乙

の
水
路
は
第

1
号
ト
レ
ン
チ
の
付
近
で
急
激
に
曲

っ
て
、
南
の
万
へ
向
き
を
変
え
て
い
る
。

発
掘
さ
れ
た
水
路
ら
し
き
も
の
が
、
古
地
図
の

水
路
と
全
く
異
な
る
な
ら
ば
、
古
地
図
の
水
路
は

ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
図
に
示
し
て

あ
る
ご
と
く
、
第

l
号
ト
レ
ン
チ
以
外
に
数
か
所

ト
レ
ン
チ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
電
気
探
査
を
行
な
っ

て
、
他
に
水
路
ら
し
い
も
の
が
な
い
か
探
し
た
の

で
あ
る
が
、
調
査
の
範
囲
で
は
発
見
で
き
な
か
っ

た
。
と
す
れ
ば
、
古
い
開
田
図
そ
の
ま
ま
の
水
路

網
が
地
下
に
眠
っ
て
い
る
と
い
う
甘
い
予
想
は
す

っ
か
り
は
ず
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
く
い
違
い

を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
か
。
今
後
の

研
究
課
題
で
あ
る
。

(
付
記
。
こ
の
「
概
要
」
の
第
三
章
お
よ
び
第

三
、
第
四
図
は
調
査
団
か
ら
文
部
省
に
提
出
し
た

報
告
書
お
よ
び
文
化
財
保
護
委
員
会
に
提
出
し
た

報
告
書
に
よ
る
。
)
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